



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1８１５ 1２ 2９１６ 1５ 2５ 1８１６
「
二
つ
の
詩
集
に
就
い
て
の
感
想
」
和
沢
昌
治
創
作
「
告
白
」
喜
々
生
「
Ｔ
君
へ
の
通
信
」
能
登
三
郎
「
最
後
の
微
笑
」
三
上
於
菟
吉
ｎ
．
１
．
妬
Ⅲ
回
完
創作「霧雨」八田博一
コ
剰
窃
』
に
就
い
て
の
釈
明
」
和
沢
生
文芸春秋社北陸大講演会（記事）
創作「道工夫」松元しげる
詩「夏深し」高橋夜詩楼
詩
「
辺
土
暮
情
」
栗
山
博
「文芸懇話会賞ｌ室生犀星氏の小説Ｉ」村田清
「
北
陸
の
詩
壇
」
小
笠
原
啓
介
詩
「
夏
の
夜
」
向
霞
堂
「胃腸が悪い」牧久雄
「秋」松元しげる
短
歌
「
石
坂
遊
廓
あ
た
り
」
沖
谷
人
三
石川詩祭（記事）
創
作
「
不
良
少
女
の
手
紙
」
柾
藍
子
「文学に志すといふこと」赤尾峻平
創
作
「
め
ぐ
り
あ
ひ
」
浅
村
謙
造
「地方性の消滅」小笠原啓介
詩
「
不
良
の
子
」
吉
江
公
郎
創作「病む一家」・
「信吉の死」河村句
詩
「
樹
」
吉
江
公
郎
「
中
傷
的
批
評
を
排
す
」
日
置
時
雄
童
話
「
か
た
目
に
な
っ
た
黒
助
」
島
田
た
つ
み
菊地寛、大仏次郎、吉川英治、久米正雄等各氏談話記事（☆
来沢講演）
五七
『北国新聞』文芸関係記事年表稿（昭和篇②森・木津 7１
附
記
・
本
研
究
は
「
昭
和
五
十
八
年
》
の
成
果
に
よ
る
一
部
で
あ
る
。
1２１１
１８１４ 2７
北
声
会
子
規
忌
〈
紹
月
坊
氏
追
悼
会
「
直
侍
」
邦
枝
完
二
ｎ
．
８
．
〃
川
回
完
（この項おわり）
〒研究は「昭和五十八年度科学研究費補助金一般研究Ｃ」
「
初
代
川
柳
忌
に
就
い
て
」
六
葉
生
肥
日
…
２
回
完
汕声会子規忌〈☆週句）
（昭和冊年９月Ⅲ日受理）
五八
